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学校紹介（鈴鹿工業高等専門学校）

高専ワイヤレスIoT開発実証コンテスト成果発表
琵琶湖の生態系保護のための外来魚スマート回収BOXシステム」
チーム名： Lake Biwaをmake 美化（代表市来原琢也）



１９６2年に１２校設置された高等専門学校の一期校

高専は大学と同じ高等教育機関

鈴鹿高専では５つの学科

これまでの58年間に卒業した約１0,000人の卒業生は

技術者や研究者あるいは企業家として社会で活躍

豊かな人間性をはぐくみ 未来を切りひらく力を育てる。豊かな人間性をはぐくみ 未来を切りひらく力を育てる。

National Institute of Technology (KOSEN), Suzuka CollegeNational Institute of Technology (KOSEN), Suzuka College

独立行政法人 国立高等専門学校機構独立行政法人 国立高等専門学校機構



研究

研究

（学士号）
22才

（準学士）
20才

15才

15才で選ぶ
カレッジ

高専とは何なのか？（専門学校ではありません）

“高校＋大学”の理工系の

専門課程を15才から学ぶ。

大きなメリットが生じる。

理工系とは？

■高校の理系科目

理科 ▸ 物理・化学・生物・地学

理工系に特化した高等教育機関

（高校生年代から大学生年代まで在籍。

技術立国ならではの教育機関）

■大学の代表的な学部

文系：文学部・法学部・経済学

理系：理学部・工学部・農学部

▴ 鈴鹿高専

実践的教育で
社会から高評価



くさび型教育
各学科の専門科目は学年が進むごとに増え、

３年生では総時間数の約半分に、４･５年生

では、ほぼ全て専門科目になる。

どの様に学ぶ？

低学年時を中心に各学科に共通する国語、数

学、英語などの科目や、豊かな人間性を育む

芸術科目、保健体育などを学び、将来必要な

基礎知識と幅広い視野を養います。特に、数

学と物理は、専門科目を学ぶ上で不可欠なの

で、普通科の高校よりも早いペースで授業を

進めています。

幅広い教養を身に付け

技術者としての第一歩を踏み出す。

もちろん、数学や物理、化学といった理系科目全般、

さらに英語･国語･社会･体育･芸術なども学ぶ

( 高専は高等教育機関。教員は皆、研究者！)

実験、実習が非常に豊富／研究設備が充実

メカトロニクス用の各種工作機器、核磁気共鳴装置、
透過型電子顕微鏡、高性能な情報通信機器など ２年生の物理実験の風景

専⾨
科⽬⼀般

科⽬

5年

4年

3年

2年

1年

高専の特徴

教養教育



高専は全国に5１校５７キャンパス、
連携して教育･研究活動を
行っています。

目的
実践的・創造的技術者の養成

５年間一貫教育
中学校卒業後～

鈴鹿高専
５学科５学年 計1,049名
１専攻２学年 計61名
合計1,110名（R3.4.1現在）

なお、国立大は86校
●国⽴⾼専
●公⽴⾼専
●私⽴⾼専

国立高専51校
(在校生 5万3千名程)

公立高専 3校
私立高専 3校



S C I E N C E  t o  T E C H N O L O G Y

機械工学科

電気電子工学科

－ 理論 と 実践 －

－ サイエンスからテクノロジーへ －

T H E O R Y  &  P R A C T I C E

機械工学はあらゆるものづくりを
支えています。

電気電子工学は全ての産業の基盤
として現代社会を支えています。

Ｍ

Ｅ

鈴鹿高専で学べる５つの学科



電子情報工学科

生物応用化学科

材料工学科

ソフトウェアがわかる電子技術者、ハード
ウェアがわかる情報技術者
現代のコンピュータ社会で必要と
さてれいます。

工学化学を学ぶ「応用化学コース」
とバイオテクノロジーを学ぶ「生物
化学コース」があります。

「材料（マテリアル）」が地球環境
や社会生活を守っています。

Ｉ

Ｃ

Ｓ

鈴鹿高専で学べる５つの学科
今回、高専ワイヤレス
IoT開発実証に取組んだ

学生が所属



電子情報工学科
ソフトウェアがわかる電子技術者、ハード
ウェアがわかる情報技術者
現代のコンピュータ社会で必要と
さてれいます。 Ｉ

－ 創造的な授業の実施 － － DX教育の取り組み －

学生が主体で立案から
工程管理、成果発表まで 企業・地域と連携





各種プロジェクト活動
に力を入れています。





ワイヤレスIoT活⽤部⾨
琵琶湖の⽣態系保護のための

外来⿂スマート回収BOXシステム
Lake Biwaをmake 美化

鈴⿅⼯業⾼等専⾨学校 電⼦情報⼯学科
滋賀県出⾝メンバー

市来原琢也（代表者）
倉⽥寛⼤
井⼝壮

指導教員：板⾕年也



高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専

 背景
 目的
 実証準備
 実証実験
 実証結果
 今後の展望
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外来⿂による⽣態系破壊
在来種が絶滅してしまうかもしれない
漁獲量が減少し、漁業関係者は悩まされている

→滋賀名物・鮒ずしが⾷べられなくなる可能性も
滋賀県における外来⿂駆除事業とその問題
外来⿂リリース禁⽌を盛り込んだ「滋賀県琵琶湖

のレジャー利⽤の適正化に関する条例」を制定
→リリース禁⽌は浸透してきているが、まだ⼀部守って

いない⼈がいることも事実
外来⿂回収ボックスを設置

→ 回収前に腐敗してしまうことが多い
⿂が⼊っていると回収ボックス周辺は腐敗臭を放っている

鮒ずし
出典︓⻑浜観光協会
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回収ボックスに着⽬した理由
いけすは限られた場所にしか設置できず、IoT化せずとも

外来⿂は腐敗しない

ボックスは陸上に設置でき、
いけすと⽐べると設置しやすい

北湖と南湖、合わせて64基の回収ボックスが設置されている

高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専
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回収作業を効率化し、腐敗防⽌を⽬指す
回収時には既に外来⿂が腐敗していることが多い
＜解決策＞
① 回収ボックスをIoT化
② 釣り⼈のスマートフォンによる協⼒
いつ・どこのボックスに・どれだけの外来⿂が
⼊っているかをリアルタイムで把握できるように‼
これによって…
 外来⿂回収作業が効率的になり腐敗する前に回収

→堆肥にすることも可能に‼
釣り⼈を個⼈識別し、それぞれ釣り上げ量と結びつけ記録

→釣り⼈のモチベーションアップにつながる‼
高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専



高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専

 回収ボックスの魚の総重量をリアルタイムに確認するシステムを開発
→作業員の回収作業の効率化を図り、腐敗防止へとつなげる

 各ボックスの回収量を開示
→リアルタイムでどこでよく釣れているのかを伝えることが可能に
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開発（実証準備）は12月に終了
その後は2月末まで実証実験と修正を繰り返した
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重量計の自作 ～概要～
 ロードセルとBluetooth搭載モジュール・M5Stackを使用

M5Stackロードセル（歪センサ）

高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専
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重量計の自作 ～データの送受信～
 重量計とブラウザのhtmlのUUIDを共通にすることで成功‼

スマートフォンのブラウザ上で
受信する様⼦⾃作重量計で測定する様⼦

高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専
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重量計の自作 ～載せ台の拡張、防水～
 市販の電子はかりから容器とロードセルを利用

市販の電⼦はかりの内部 ⾃作の機構を収容した後の様⼦

M5Stackをロードセル
と接続し、収容
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 完成品



高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専

Webサイトの開発について

フロントエンド
 フレームワーク Nuxt.js
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バックエンド
 実装言語 PHP
 サーバ さくらのレンタルサーバ
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 回収状況をまとめたマップの表示
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 釣り上げ量をまとめたcsvファイルのダウンロード
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出典：滋賀県HP
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Webサイトにアクセスしたユーザは10人前後である日が多い
→ 回収状況の提示は一定の効果がある

回収フォームから回収量を送信した釣り人はほとんどいなかった

2021/7/7 27



高専ワイヤレスIoTコンテスト2020 最終報告 – 鈴鹿高専

① iOSへの対応
アプリケーション化
重量の外部ディスプレイ表示による対応
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実証データがほとんど得られなかったことから、
今後は➀～④のように展開したい
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② 取扱手順の簡略化
取扱説明書に情報を詰め込み過ぎた
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③ 琵琶湖以外の外来魚問題に悩む地域への設置
日本各地の外来魚問題発生地域へ設置し、改善を図る

④ 他の目的への応用
今回開発したシステムは、外来魚回収のみならず
スマート回収ゴミ箱等にも応用できる

⑤ 魚の釣れやすい夏場に実証実験を行う
冬場は釣れにくいので釣れやすい夏場に実証実験を
行い、有効性の有無を確認する
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ご清聴ありがとうございました
今年度も採択されました！！
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